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付属資料 A  

「Langat 川上流域下水道整備計画書ドラフト・ファイナル・レポート 

－2008 年 7 月」（抜粋） 
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付属資料B 財務分析のための補助プログラム 

 

現在、下水道整備計画書の優先オプション選定のための財務評価では、NPVが資本費用

と運転維持管理費用のみで計算されている。さらにその運転維持管理費用は、ときに資本

費用のある一定の%で設定されている。それゆえ、優先オプションがNPVによって決定され

る場合は、最低の資本費用を有するオプションが高い優先度を持つ傾向がある。このNPV

による評価は、初期資本投資を減らそうとする開発業者には好まれるものであり、結果と

して集約化に向けた、より規模の大きい処理場の建設を妨げることになる。 

財務分析のNPVは、おのおののオプションの料金収入を含めて計算することが望ましい

と考える。収入を含める理由は、そのオプションの耐用期間全体における利益または損失

を把握することができ、最も収益性の高い、あるいは財務的損失を最小にするオプション

が優先プロジェクトとして選定されるようになるからである。 

他方で、O&M費用の適正な見積によって、集約化・合理化につながる、より大規模な下

水処理場を有するオプションが優先プロジェクトとして選定される可能性が出てくる。 

O&M費用の適正な見積と収入の考慮は、下水道プ口ジェクトの耐用期間全体の純損失を

最小化することに貢献するであろう。 

それゆえ下水道キャッチメント／プロジェクト審査・評価・優先順位付けけのための財

務分析では、NPVを算出する上で以下のことが考慮されている。 

(a) 料金収入が費用に加えて含まれる。 

(b) O&M費用が各処理システムにおいて適正に設定される。 

(c) さまざまな規模のプロジェクトを公平に比較するために、収入から費用を除いた差

額のNPVをプロジェクトのPEで割る。 

この支援プログラムは上記の考えに2基づいて開発されたものである。 
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